
「インドにおけるイスラーム科学の原典研究」

昨年度は共同研究者の山本啓

中間報告

インドにおける資料

二がインドのアリガルとラー

矢 野

収集

ムプルでアラビア語資料の調

道 雄

査を行った

が

っ

授

、今年度はわたしがラームプ

てデリーで行った講演につい

． デリーでの講演

インド到着の翌日（９月２日

アンサリ（

ルとパトナで写本の調査と収

てここに報告する。

）、アリガル・ムスリム大学

）氏とラームプル（

集を行った。調査の成果と、

（

）への調査旅行の打ち合

調査に先だ

）の名誉教

わせをした。

天

シ

山

便

が

所

文学史の研究者であるアンサ

ア語写本を調査しているので

本が当地へ行ったときも、同

宜を受けられるように交渉し

負担した。

同日インディラガンジー国立

長であり、国際交流会館（

リ氏は以前からラームプルの

、わたしが 年にはじめて

行していただいた。今回も同

てくださった。なお当然のこ

芸術センター（

）の

ラザ図書館（ ）

ラームプルを訪問したときも

伴していただき、図書館から

とながら、アンサリ先生の旅

前理事長でもあるカピラ・ヴ

にあるペル

、 年に

さまざまな

費はわたし

１）の前

ァーツヤー

ヤ

芸

を

ン

の

国

ン（ ）博士

術に関するすぐれた研究者で

つとめたこともあるが、政権

ド文化史研究全体に絶大な影

所長時代、わたしは同センタ

際交流基金の援助を受けて、

に昼食に招待され、歓談し

あり、国民会議派（

が交代して （インド人民

響力をもち続けてきた。博士

ーの学術顧問を委嘱され、

当地で１か月ずつ仕事をした

た。ヴァーツヤーヤン博士は

）が政権をにぎっていたこ

党）が支配するようになって

がインディラガンジー国立芸

年にはユネスコの、 年

ことがある。今回私がインド

インド伝統

ろ文部大臣

も、なおイ

術センター

には日本の

を訪れるこ

と

１ その理事長は国民会議派の
れる予定であったが辞任した。

を伝えると、博士はさっそく

この日の昼食会には国立科学

代表ソニヤ・ガンジー女史。さき

国際交流会館主催によるわた

アカデミーのメノン（

ほどの総選挙の勝利を受けて、

しの講演会を準備してくださ

）博士と、国立科

首相に選出さ

った。

学技術開発



研究所（

）博士が

「インドにおけるイスラ

同席された。メノン博士は、

ーム科学の原典研究」中間報告

同夜インド人のノーベル賞受

）のコーチャル（

賞者たちを記念する催し

で特別講演をする

氏とは後日再度会

同日夜、国際交

とめたのは、国立

この講演でわた

シアなどの影響を

ことになっているので、わた

談することになった。

流会館で

科学アカデミーの科学史部

の編集者である 博

しが言いたかったのは、次の

全く認めない立場と、数理天

しの講演会には出席できない

と題して講演を行

門の元部長であり、現在

士であった。

２点である。まず第一に、イ

文学におけるインド独自の貢

と言われた。コーチャル

った。講演会の座長をつ

ンド天文学に対するギリ

献を過小評価する立場の

二つが現在あるが

スラーム科学との

ということであっ

狭なナショナリス

． ラームプル

、いずれも極端であり、歴史

長い共存の歴史があり、ここ

た。聴衆は有識者ばかりおよ

トはいなかったようである。

のラザ図書館

的にみて正しくないこと、次

からわれわれが学ばねばなら

そ 名で、講演の後レベルの

に、インドにおいてはイ

ないことがたくさんある

高い質問が多かった。偏

９月３日朝、ア

へ

（ ）博士と

親しくなっていた

９月４―６日、

１．アブー・マ

１）

ンサリ教授とともに列車で

行き、図書館長代理シッディ

アラビア語写本調査の打ち合

ので話はきわめて順調に進ん

デジタルカメラで写本を撮影

アシャル（ ）の

ラームプルへ出発し、昼過ぎ

キ （ ）博士と

わせをした。昨年山本が訪問

だ。

した。主な写本は次の２点で

占星術書２点。

に到着した。午後

面会。図書館員イスラヒ

したときイスラヒさんと

ある。

葉。

２）

２．アル・ビー

は立派で、文

しいものであ

ては後でもう

ルーニー（ ）の天文

葉

字も丁寧で、ハイデラバード

る。 葉裏表の全てをデジ

いちど説明する。

学書『天文宝典』。

。筆写年代は 年代であり

からすでに出版されているも

タルカメラにおさめることが

葉。

、比較的新しいが、装丁

のと比較するのにふさわ

できた。この写本につい

９月７日、アン

国立科学技術開

ドの科学技術政策

サリ教授とともにデリーに戻

発研究所のハビブ（ ）

について歓談した。

る。

所長、前述のコーチャル博士と夕食をとりながらイン



「インド

． パトナのフダ・バフシュ

９月８日、朝の飛行機でパト

におけるイスラーム科学の原典

図書館

ナ（ ）に向かい、正午

研究」中間報告

過ぎ着。

士

の

た

午後フダ・バフシュ図書館

（

年輩のアラム（ ）

助けを受けることになった。

ので好意をもって迎えられた

ここで戦前に発行され、

（ ）。現在もっとも

（

）と面会。

氏と、若手のハサン（

わたしはあらかじめイスラー

。

年に再刊された写本カタログ

よく利用されているイスラ

）へ行き、館長の

）博士の二人

ム占星術に関する学位論文を

の存在を知った。その第

ム科学史の書誌目録であるセ

アンサリ博

の図書館員

送っておい

巻が

ズキン（

す

た

）著

べてこのカタログに基づいて

９月９日、図書館で写本カタ

。

１．アル・カビーシー（

所のチャールズ・バーネ

に見ら

いる。これを手にいれただけ

ログを吟味した後、次の写本

）の占星術入門。これに

ット教授と山本とわたしによ

れる本図書館所蔵の写本に関

でも大きな収穫であった。

を請求し、手にとって調べる

ついてはロンドン大学ウォー

る共同研究の成果が、 年

する情報は

ことができ

バーグ研究

５月下旬に

同研究所から出版された

２．クーシュヤール（

研究した結果、アラビア

である。わたしは 種類

知らなかった。今回調査

しの校訂本に影響を与え

３． （

。

）の占星術入門

語テキストを校訂し、英訳し

の写本を比較して校訂したが

した結果、本図書館所蔵の写

るものではないことがわかっ

） （

（ ）。この作品はわ

たものをを学位論文として出

、そのときはこの図書館の写

本はとくにすぐれたものでは

た。

たしが長年

版したもの

本の存在を

なく、わた

て

す

）

する。

９月 日、貴重な写本を手に

おく必要があると思ったので

れば認められるかも知れない

９月 日、申請書を渡してか

これは本図書

取ってチェックしているうち

、アラム氏に許可を求めたと

と言われた。そこで申請書を

ら、図書館の

館でも最も貴重なものなので

に、これらはいずれにせよデ

ころ、館長宛てに撮影許可申

書き、翌日渡すことにした。

で写本をチェックしていると

、後で説明

ジタル化し

請書を提出

、およそ一

時

写

２

た

間後に撮影の許可がおりた。

本が置いてある。ここで上記

冊に分けて製本してある）に

。何枚か試し撮りをしたが、

の手前の左側

のカタログ番号 （図書館

含まれる写本のうち、上記申

光が十分でないので、手振れ

に、空調の効いた特別室があ

の整理番号では と

請書に記した２種類の写本の

の影響が大きく、撮影した画

り、貴重な

として

撮影を始め

像をノート



パソコンで見ると

するのがいちばん

「インドにおけるイスラ

、成功率は パーセントほど

いいとわたしが言うと、やむ

ーム科学の原典研究」中間報告

にしかすぎないことがわかっ

をえず写本を持ち出して玄関

た。自然光のもとで撮影

近くに場所をとってくれ

た。ここでの成功

はないし、暑くて

影用の照明を当て

非常に貴重な写

で、来年もう一度

なお申請書は以

率はひじょうによかった。し

汗がしたたり落ちて写本をい

てもらうことにした。今度は

本ばかりなので、すべてを撮

ここで仕事をさせていただく

下の通りである。今後の参考

かし本来このような貴重な写

ためそうだったので、もうい

成功率はかなりよかった。

影したかったが、日程の上で

ことにした。

のために記録しておく。

本は書庫から出すべきで

ちど室内に持ち帰り、撮

これ以上不可能だったの

（ ）

（ ）



「インドにおけるイスラーム科学の原典研究」中間報告

． ラームプル写本

．写本の吟味

た

帰国後、ラームプルの

。

わたしは以前

（

）

の写本の一部を

に関して次のような論文

調べたところ、次のようなこ

を発表したことがある。

（ ）

とがわかっ

ー

ー

る

わたしはこの論文で、中国の

の水星の補

ルーニーは中世ヨーロッパで

ム世界のみならず、元明時代

。

この論文を準備したとき、ハ

『回回暦』の水星の補正表

正表におけるものとまったく

はその影響はほどんどみられ

の中国にまでその影響があっ

イデラバードから出版されて

に奇妙な方法上の誤りがあり

同じものであることを論じた

ないが、南アジアを中心とす

たということを新たに発見し

いる をテ

、それが、

。アル・ビ

る東イスラ

たことにな

キストとし

て

た

も

こ

用いたが、その中の数値にい

写本では、それらの数値がす

精読するつもりであるが、ラ

とが明らかになった。

． フダバフシュ写本

フダバフシュ図書館刊行の

くつかの誤りがあることを指

べて正しく表記されていたこ

ームプル写本が のさ

「科学文献」のカタログの番号

摘した。今回ラームプルで撮

とがわかった。今後さらにそ

らなる研究のために大きな役

の下に次のような説明が

影に成功し

の他の部分

割を果たす

ある。

× ×



「インドにおけるイスラーム科学の原典研究」中間報告

この写本はすべ

値も正確に筆者さ

断片的なものや

の はわずか３

ル・イブン・ラッ

とがわかった。こ

て 世紀の同一人物の手で書

れている。写字者自身がそう

小作品ばかりであるが、ここ

葉裏表であるが、その著者

バーン（

れについては後でもう少し詳

かれており、幾何学的な図は

とうすぐれた学者であったの

だけにしかないものが多い。

はわたしが長年研究してきた

）であり、その内容もたいへ

しく報告する。

丁寧に描かれており、数

ではないかと思われる。

たとえば上記申請書の

世紀末のクーシュヤー

ん興味深いものであるこ

また

（

ある。ビールーニ

るが、アッラーク

ち、 と 以

の 点は

）ではこの人名表記を

の 点はアル

ーは死の床にあって、臨終の

（またはイラーク）はそのよ

外はすべてこの図書館にしか

の作品

ではなく としている

・ビールーニー（ ）

まぎわでも数学問答をしてい

うな問答の相手の一人であっ

存在しないものなので、早い

である。 の書誌学

。これらの作品のうち、

のために書かれたもので

たというエピソードがあ

たと思われる。 点のう

うちにデジタル化してお

く必要がある。傷

はバーム

ビールーニーは言

所ではほとんど存

は

は

みと虫食いは確実に進行して

シャード（

及している。 はこの写

の４点

在しないものである。

という

インドの比例論に相当する「

いる。

）の天文学作

本についてはふれていない。

はビールーニー自身の作品で

の英訳でよく知られてい

三量法」についてである。

品。この人物についても

ある。これらの写本も他

るものである。

は

は「弦

トを用いている。

いものであるが、

ると、第二次世界

というタイトル

と弧」の関係について論じた

は上記の英訳に際して、ハイ

この他にもカタログ番号

すでにオスマニア研究所から

大戦のしばらく後になって、

で が英訳した

ものである。

デラバードのオスマニア研究

にある の作品のうちいくつ

出版されているものもある。

ハイデラバードから何人かの

ものである。

所から出版されたテキス

かはここにしか存在しな

図書館員のアラム氏によ

学者がやってきてここの

貴重な写本を筆写

一時期活発であ

史関係のテキスト

を行うためにはも

していったという。

ったオスマニア研究所の出版

は必ずしも全幅の信頼を寄せ

う一度本図書館の写本にあた

事業には敬意を払いたいが、

ることができるものではない

ってみる必要がある。

そこから出版された科学

。今後本格的な原典研究



「インド

．

フダ・バフシュ図書館の「科

におけるイスラーム科学の原典

クーシュヤールの天文学写

学書」カタログ番号 （図

研究」中間報告

本について

書館番号 ）の第 葉表から 葉裏ま

で

で

あ

め

て

の「クーシュヤール・イブン

紹介されたことのない作品で

る程度準備できたが、まだ不

る。いずれ近いうちにテキス

１葉は 行ずつからなり、第

いる。最後は第 葉裏の 行

書体は標準の読みやすいもの

・ラッバーンによる［天体の

ある２。わたしは最近テキス

明な部分が残っているので、

トと英訳を発表する予定であ

葉表の中央（ 行目）から

目である。

で丁寧に書かれているが、と

］距離と大きさに関する論文

トの入力を始め、ほぼ完了し

今回はこの作品の概要を紹介

る。

始まり、この葉には最初の

ころどころ虫食のためラミネ

」はいまま

た。和訳も

するにとど

行が書かれ

ート処理が

施

い

イ

ら

してある。

この作品のタイトルはギリシ

出させる。アリスタルコスは

オスの周転円モデルに基づい

天体の距離と大きさの問題は

れなかった。したがってこの

アのアリスタルコスの作品

地球と太陽と月だけしか論じ

て議論を展開し、惑星全体と

古代からの難問であり、コペ

問題の歴史は「誤りの歴史」

『太陽と月の大きさと距離につ

ていないが、クーシュヤール

恒星にまで問題を拡張してい

ルニクスに至ってもまだ十分

として捉えることができるが

いて』を思

はプトレマ

る。

な結論は得

、どのよう

な

る

ル

を

序

誤りがどこで起り、どのよう

ことは興味深い問題である。

テキストはアッラーを称えた

またはその一部に朱文字を用

導入し、それぞののタイトル

な数値が用いられ、どのよう

後、９行からなる序文で始ま

いている。それらを「章」と

と内容を解説しておく。

なかたちで伝えられていった

る。その後話題が変わるたび

みなすと全 章からなる。以

かを比較す

に、タイト

下に章番号

第

この論文を書くに至った動機

１章 地球の大きさ

単位として、「マイル」（

は サブア（指幅）である

これはインドの指幅（

「プトレマイオスの基準」

。

）を用いる。１マイルは

。１指幅を「腹が互いにくっ

）の定義と同じである。

にもとづき、地球の子午線の

ジラーウ（腕尺）、１ジラー

つけられた大麦の６個分」と

周囲の１度が マイルで

ウ（腕尺）

定義するが、

あるとする。

２ 本稿を書き終えた後で、この
（

いただいた。

これに を掛け、アルキ

写本が刊行され（
）に収められているこ

メデスの円周率 で割って

）、そのリプリントが
とを、東京大学大学院三村太郎

、地球の半径 マイルを求

氏より教えて

め、これを



以下の論考の

第２章 地球から

「インドにおけるイスラ

単位として用いる。

の月の距離

ーム科学の原典研究」中間報告

プトレマイオ

単位、誘導円

単位、最近距

第３章 三つの天

月食のときの

明する。

スの月のモデルにしたがい、

の中心と離心円の中心の間

離は 単位になる。

体、すなわち太陽と、月と、

観測に基づいて三つの天体の

地球の半径を１単位とした

の距離を 単位とするの

地球のうちどれがその他より

大小関係を論じ、太陽＞地球

場合、周転円の半径を

で、月の最遠距離は

も大きいか？

＞月の順であることを証

第４章 月を通過

月が遠地点に

第５章 地球の大

結論として、

第６章 太陽が平

球からの距離

するときの、［地球の］影の

あるときと近地点にあるとき

きさによる月の体の大きさ

地球の直径は月の直径の

均距離にあるときの、月が最

長さとその［影の］直径の大

に分けて、その表面における

倍であるとする。

遠のときの直径の大きさによ

きさとその土台の大きさ

地影の半径を求める。

ってはかった直径と、地

結論は、地球

太陽の最遠の

第７章 太陽の容

容積比は半径

第８章 月の影の

第９章 水星、第

の直径と太陽の直径の比は

距離は 単位。

積と地球の容積体
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